
2024 年 11月 13日 

 

地域密着型サービス 運営推進会議 報告書 

事業所名称…サンキ・ウエルビィ小規模多機能センター松江 

サービス種類…地域密着型小規模多機能型居宅介護 

会議開催日…令和 6年  11月  13日 

開催場所…サンキ・ウエルビィ小規模多機能センター松江 

出席者 

事業所 2人 利用者 0人 

利用者家族 1人 地域代表者 1人 

松江市職員 0人 包括支援センター 1人 

知見を有する者 0人 その他（         ） ０人 

議事 

活動状況報告 

1．利用状況（10 月分）11 月 12 日現在：29 名の登録利用者 （男性 12 名  女性 17 名）                 

要支援１・・1名 要支援２・・0名 要介護１・・7名 要介護２・・9名 要介護３・・7名   

要介護４・・2名 要介護５・・3名 申請中 ・・0名 

    平均要介護度 2.39   平均年齢：86.07歳  宿泊稼働率：100％ 

   ＊現在入院中・・0名 

   サービス終了者：9月 1名 10月 0名 

   新規利用者  ：9月 1名 10月 1名  

  ＊ 別紙にてサービス利用状況、過少サービスについて個々利用者の状況説明を行い、了承を得る。 

  ＊ 連泊利用者 2名 （施設入所待ち 2名、） 

2．小規模活動報告  

       9月 津田地区運動会 敬老会 すまいる健康くらぶ（ロコモティブシンドローム予防）    

10月運動会 小規模出雲の秋祭り すまいる健康くらぶ（高齢者の非常食） 

津田地区の運動会に出かけてきました。民生委員様のご協力もあり用意して頂いたテントの下元気な 

子ども達の競技など観戦し笑顔溢れるひと時となりました。敬老会では利用者様一人一人がご自分で 

抹茶を点てて飲んでいただくなど普段していない事にも挑戦しつつゲームなどを行い楽しんでいただき

ました。拠点内の運動会では仮装した職員と一緒にゴールする借り物競争や玉入れなど行い楽しんでいた

だいています。同じサンキ・ウエルビィの出雲で開催された秋祭りに出かけてきました。目の前で見る神

楽に大喜びだったようです。帰路には出雲大社前を通過しながら車窓からお詣りさせていただき「いいも

のが見れた」と目を丸くする姿が見られました。毎月参加しているすまいる健康くらぶでは、いつも変わ

った体験をさせていただきます。参加できていない方たちにも普段のレクリエーションの中で教えていた

だいた運動など取り入れています。 

 誕生会  誕生日当日か前日までの近いところで来所された日に誕生会を行い、 

写真付きの手作り色紙をプレゼントし、誕生ケーキやご本人の好きなものでお祝いをする。 

今月はなかなか通所できない利用者様が誕生日を迎えるため、家族様にも協力して頂きぜひ 

来所して皆さんと一緒に誕生会に参加してほしいと現在試行錯誤しているところです。 

 

 



 

     活動のご様子については写真も見ていただきながら説明をする。 

 みんなで調理： 9月 サンマの塩焼き・トン汁   10月 栗ご飯・粕汁・揚げ出し豆腐 

 手作りおやつ： 9月 月見団子 10月季節のものでおやつ作り 

  サンマはテラスで炭をおこし炭火で調理しました。男性利用者様が炭をおこすのを手伝ってくださった 

り、火の番をして大活躍でした。10月からは様々なおやつを利用者様と一緒に作っています。リンゴ 

やサツマイモなど季節のものを使用し職員と一緒に楽しみながら参加して頂いています。 

3．ヒヤリハット、事故報告について（9・10月集計分） 

  ヒヤリハット： 合計 10件 

  9月の対策：後部座席のチャイルドロック 10月の対策：服薬時に口腔内から薬がコップの中に落下 

  ＊ヒヤリハットに関しては起きた当日の終礼や翌朝の朝礼で情報共有を行い全員に周知しています。 

1か月分を拠点会議の中で再度共有し、重要なものは再発防止会議を行います。 

           

  事故報告： 9月・・0件 

10月・・2件 

事故・苦情が起きた時には再発防止のための対策会議を行い同じことが起こらないように振り返りを行い、

検証します。 

 〇身体的拘束等適正化委員会について 

  現在、件数は 0件。年間 2回行っている現任研修についてご説明しました。 

・スタッフさん達が利用者様一人一人のその時の状態に応じて対応に工夫しているのがよくわかりました。 

・業務しながら、忙しい中一人一人に関わっていくのは本当に大変なことだと思います。 

というご意見をいただきました。 

   

4．情報、意見交換 

 なかなか通所ができない利用者様について、地域の人材も活用してはどうかというご意見をいただきまし 

た。民生委員さんや近所で仲が良かった人などから声を掛けつつ外出できるようにならないだろうかと 

ご提案いただきました。様々な方法を試していきたいと思います。 

地域での活動「盆踊りや文化祭、七夕、運動会」に参加をしていって地域に根差した事業所になっていって 

欲しいとご意見がありました。 

今年、色々と地域に出かけることができた。今後もどんどん出かけられるようにしていきたいです。 

   ＊次回運営推進会議：令和 7年 1月 15日（水） １０時～予定 

            

※事業所確認欄 

□活動報告についての評価を受けることができたか。 〇 

□要望・助言等受ける機会を設けたか。 ○ 

 


